石川町浄化槽設置整備事業工事施工写真について

　浄化槽工事の現場状況を的確に把握するため、作業段階ごとに写真を撮り記録してください。記録する工事写真の内容は指定しますので、撮り忘れのないよう注意してください。

　なお、工事写真についてはデジタルカメラで撮影したものでも構わないものとします。

（１）工事写真帳について

撮った写真は、Ａ４版の工事用アルバム等を活用して整理し、写真ごとに作業項目を付記し、補助事業実績報告書に添付し、着工年月日、竣工年月日も忘れずに記入してください。デジタルカメラ撮影の写真帳もサイズはＡ４版とします。

（２）注意事項

　浄化槽設備士が写真に写る際は、自社ヘルメットをかぶり、正面を向き、顔を上げ、カメラ目線で、標識板を掲げた状態とすること。その際、標識板の文字が判読できること。

（３）工事写真の撮影ポイント

工事写真の撮影ポイントは下表のとおりです。構図等は、現場の作業状況に応じて柔軟に対応してください。

	№
	作　業　項　目
	必　要　条　件

	１
	着工前写真
	浄化槽設備士が正面を向き標識板を掲げること

設置位置を示し、周囲の背景が把握できること

	２
	掘削状況
	掘削中の状況を写すこと

	３
	掘削完了
	縦幅・横幅・深さをスケール・スタッフ・リボンテープ等で示し、全景を写すこと

	４
	基礎砕石転圧状況
	ランマ－等で転圧している状況を写すこと

	５
	基礎砕石厚検測
	砕石厚１００ｍｍ以上　スケールを用いて写すこと

	６
	捨てコンクリート厚検測
	厚５０ｍｍ以上

	７
	捨てコンクリート打設完了
	縦幅・横幅を示し、全景を写すこと

	８
	底版コンクリート配筋状況
	型枠と配筋の状況を写すこと

	９
	底版コンクリート厚検測
	厚１００ｍｍ以上

	１０
	浄化槽搬入
	周囲状況を含め、浄化槽型式が確認できるよう写すこと

	１１
	浄化槽

設置状況
	水平確認
	マンホール蓋を外し、マンホール枠に水準器を置いた状態を写すこと

	１２
	
	水張り状況
	ホースと注水している状況を写すこと

	１３
	
	埋め戻し・水締め状況

（１回目）
	浄化槽下半部を埋め戻し、十分注水した上で、棒等でつき固めている状況を写すこと

	１４
	
	埋め戻し・水締め状況

（２回目）
	浄化槽上部肩口まで埋め戻し、十分注水した上で、棒等でつき固めている状況を写すこと

	１５
	
	埋め戻し完了
	完全に埋め戻した状況を写すこと

	１６
	上部砕石転圧状況
	ランマ－等で転圧している状況を写すこと

	１７
	上部スラブ配筋状況
	型枠と配筋の状況を写すこと

	１８
	カサ上げ検測
	３００ｍｍ以下　スケールを用いて写すこと

（０ｍｍでも撮ること）

	１９
	ブロワー設置状況（アース工事）
	アース線と防水型コンセントを写すこと

	２０
	完了（竣工）写真
	着工前写真と同一方向から写すこと

浄化槽設備士と浄化槽全体を写すこと


汲み取り槽及び単独浄化槽撤去費用の補助申請を伴う場合の追加写真

	№
	作　業　項　目
	必　要　条　件

	※
	槽撤去前
	撤去前の状況が確認できること

	※
	槽撤去中
	槽の撤去状況が確認できること

	※
	槽撤去後
	槽の完全撤去が確認でき、撤去後の埋戻し状況等が確認できること


宅内配管費用の補助申請を伴う場合の追加写真

	№
	作　業　項　目
	必　要　条　件

	※
	配管敷設前
	配管敷設前の状況が確認できること

	※
	配管敷設中
	配管の接続状況が確認でき、図面通りに配管が敷設されていることが確認できること

	※
	配管敷設後
	配管の露出がないことが確認でき、埋め立て後の状況が確認できること


補強工事が伴う場合の追加写真

	№
	作　業　項　目
	必　要　条　件

	※
	よう壁・支柱等の補強工事
	上記写真で状況把握できればよい

	※
	ポンプ槽内状況
	槽内ポンプ２台を写すこと

	※
	ピット内状況
	ピット全景とピット内の排水口を写すこと


